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小学校理科における自然の事物・現象について

実感を伴った理解を図るための指導の研究

義務教育課 指導主事 柴 田 一 宏

要 旨

小学校理科において，実感を伴った理解を図るための手立てとして，学習内容と実際の自然や

生活との関連付けをもたせた指導に焦点を当てて研究を進め，生きる力を育成するための指導改

善を目指すものである。
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Ⅰ 主題設定の理由

平成20年１月の中央教育審議会答申において，各教科等の改善の基本方針が示された。その中で，小学校

理科について，次のように示されている部分がある。

・ 基礎的・基本的な知識・技能は，実生活における活用や論理的な思考力の基盤として重要な意味をも

っている。

・ 理科を学ぶことの意義や有用性を実感する機会をもたせ，科学への関心を高める観点から，実社会・

実生活との関連を重視する内容を充実する方向で改善を図る。

また，改善の基本方針を受けた，改善の具体的事項において次のように示されている部分がある。

・ 学習内容を実生活と関連付けて実感を伴った理解を図り，自然環境や生命を尊重する態度，科学的に

探究する態度をはぐくみ，科学的な見方や考え方を養うことを重視する。

このように「実生活における活用」「実社会・実生活との関連を重視する内容を充実」「学習内容を実生

活と関連付けて実感を伴った理解を図る」ことが，理科の指導改善の方向性として示された。

平成23年度から完全実施される小学校学習指導要領（平成20年 3月告示）では，理科の目標が次のように

示された。

自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，問題解決の能力と自然を愛する心情を育てる

とともに，自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り，科学的な見方や考え方を養う。

現行の小学校学習指導要領（平成10年12月告示，平成15年12月一部改正）と比較すると「実感を伴った」

という文言が加えられ，児童がどのような理解の仕方をするべきかが目標に明確に示された。小学校学習指

導要領解説理科編（平成20年 8月）では，この実感を伴った理解の意図について，「具体的な体験を通して

形づくられる理解」，「主体的な問題解決を通して得られる理解」，「実際の自然や生活との関係への認識

を含む理解」の３点を挙げている。

本研究では３点目に焦点を当てて取り上げたい。その理由として，３点目の具体的な内容として「実際の

自然や生活との関係への認識を含む理解とは，理科の学習で学んだ自然の事物・現象の性質や働き，規則性

などが実際の自然の中で成り立っていることに気付いたり，生活の中で役立てられていることを確かめたり

することにより，実感を伴った理解を図ることができるようになることである。これは，理科を学ぶことの

意義や有用性を実感し，理科を学ぶ意欲や科学への関心を高めることにつながる。」と示された中に，理科

教育が解決しなければいけない多くの課題が含まれているととらえたからである。

そこで，各調査結果から，小学校理科における現状を改めて見直すことで，学習内容と実際の自然や生活

とを関連付けた指導の課題を明らかにしたい。また，小学校学習指導要領解説理科編，教科書の内容，環境

教育指導資料，学習内容と日常生活との関連性の研究をそれぞれ検討することを通して，実感を伴った理解

が図られるような指導改善の在り方を提案したい。



Ⅱ 研究の目標

小学校理科において，自然の事物・現象について実感を伴った理解を図るために，小学校理科の学習内容

と実際の自然や生活とを関連付けた指導を研究し，指導改善の在り方について考察する。

Ⅲ 研究の実際とその考察

１ 現状と課題

(1) 平成18年度特定の課題に関する調査より

平成18年度に，国立教育政策研究所が「観察・実験に関

する調査」を主たる目的として，小学校第５学年(3,284人)

と中学校第２学年(3,196人) を対象に，特定の課題に関する

調査を実施した。その中で理科学習に対する意識や学習習慣

などに関する質問紙調査も実施された。

図１は，小学校第５学年の児童の調査結果を平成15年度と

18年度を比較したグラフである。

いずれも「そう思う」と回答した児童の割合である。理科

の勉強が好きと回答した児童は，43.9%から35.7%に減って

いるが，理科の勉強が大切だと回答した児童も，43.1%から

46.2%に増えた。また，理科の勉強は生活や社会に役立つと

回答した児童も29.6%から37.3%に増えている。

しかし，いずれの質問に対しても5 0 %以上の児童が「そう思う」と回答していない調査結果から，これ

らの質問事項はいずれも課題としてとらえ，指導改善に当たるべきだと考える。

(2) TIMSS2007調査結果より

国際教育到達度評価学会(IEA) の「国際数学・理科教育動向調査の2007年（平成19年度）調査」の結果

について，平成20年12月に公表された。調査対象は小学校第４学年児童と中学校第２学年生徒である。参

加国は，小学校が36か国，中学校が49か国である。内容は，問題

と質問紙で構成されている。調査の集計結果から，問題の平均得

点は，小学校第４学年は36か国中４位，中学校第２学年は49か国

中３位と上位グループに位置している。

図１は，中学校第２学年を対象とした質問紙調査で，「理科を

学習する重要性の意識」についての，「理科を勉強すると日常生

活に役立つ」「他教科を勉強するために理科が必要だ」「自分が

行きたい大学に入るために，理科で良い成績をとる必要がある」

「将来自分が望む仕事に就くために，理科で良い成績をとる必要

がある」の４項目の質問に対して，「強くそう思う」と「そう思

う」と回答したものを合わせた割合を，平成15年度と19年度とで

調査結果を比較したグラフである。

四つの項目とも我が国の平成15年度と19年度を比較すると同じ

か増えていることが分かる。しかし，国際的な平均値と比較する

と四つの項目とも20ポイント以上低くなっている。

つまり，我が国の生徒について，問題はよくできるが，理科を学ぶことの意義や有用性を十分に実感で

きていないという現状が見られる。

(3) 平成20年度小学校理科教育実態調査より

次に，指導者を対象とした調査を見てみたい。

来年度から小学校学習指導要領（平成20年 3月告示）が順次実施される上で，適切な支援策の検討をす

るための有効なデータを得ることを目的として，平成20年８月に科学技術振興機構理科教育支援センター

と国立教育政策研究所が協力して，全国の教員(935人)を対象として実施した小学校理科教育実態調査の

集計結果が，平成20年11月に発表された。ここで示す集計結果は，すべて普通学級の担任(545人)を対象

としたものである。

図１ 質問紙調査の比較（小５）
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図２ 理科を学習する重要性（中２）
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図３は，科学が日常生活に密接にかかわっていることをよく解説しているかに対して，約6 3 %が肯定的

に感じていることを示している。

図４は，学習内容が日常生活の問題に

応用できることをよく教えているかに対

して，約5 7 %が肯定的に感じていること

を示している。

図５は，環境保全を意識した理科授業

を行っているかに対して，約4 6 %が肯定

的に感じていることを示している。

図６は，理科の学習内容と職業との関

連についてよく説明しているかに対して

約7 6 %が，否定的に感じていることを示

している。

これらの調査結果から，指導者として

学習内容と実際の自然や生活とを関連付

けようと，強く意識しているとはいえな

い。また，理科と密接に関係する環境教

育に関連付けた指導も十分に意識されて

いないことも明らかになった。四つの調

査項目の中でも顕著なのが，学習内容と

職業との関連について意識した指導が行

われていないことである。

(4) 平成20年度青森県学習状況調査より

本県児童の実態を見てみる。

青森県学習状況調査は，全県的

な規模で，県内小・中学校の児童

生徒を対象に学習状況の調査を行

い，学習指導要領における各教科

の目標や内容の実現状況を把握し

学習指導上の課題を明らかにする

とともに，学習指導の改善の方向

性を示すことを目的に，県内の小

学校第５学年と中学校第２学年の

全児童生徒を対象に実施されてい

る。平成15年度，17年度，20年度

に実施された質問紙調査の結果を

比較したものが図７と図８のグラ

フである。

国語，社会，算数，理科の４教

科の中でどの教科が好きかという質問に対して，理科が平成15年度，17年度，20年度とも一番高い値を示

している。一方で大切な教科と思うかという質問に対しては，理科はすべての年度で４教科中，一番低い

値を示している。一番高い値の算数とは15ポイント以上の差がある。

これらから，本県児童の特徴として，「理科は好きだが，大切な教科としてはとらえていない」という

ことがいえる。本県の児童に対しても，理科を学ぶことの有用性を実感させる指導の充実が求められてい

る。

図３ 科学と日常生活 図４ 学習内容と日常生活

図５ 環境保全を意識 図６ 学習内容と職業

図７ 好きな教科（小５） 図８ 大切な教科（小５）
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２ 学習内容と実際の自然や生活とを関連付けた指導の課題と改善の方向

これまでの各調査結果をまとめると，学習内容と実際の自然や生活とを関連付けた指導について次のよう

な課題と改善の方向が挙げられる。

・ 学習内容が，実際の生活の中で役立っていることを，実感させられるような指導が求められる。

・ 学習内容を，持続可能な社会構築のための環境保全に関連付けた指導が求められる。

・ 理科を学ぶことの意義や有用性を実感させるために，学習内容が未来の社会に役立つことを実感させ

られる指導が求められる。

・ 学習内容を，意図的に実際の自然や生活と関連付けた指導の充実が求められる。

そこで，これらの課題を基に，指導改善の方策を探ってみた。

３ 学習内容と実際の自然や生活とを関連付けた指導の実際

(1) 学習指導要領解説理科編に見られる，学習内容と実際の自然や生活との関連付けの実際

小学習指導要領解説理科編（平成20年 8月）の第３章各学年の内容に，「生活との関連」と表現されて

いる部分を，表１のように領域別に一覧にしてみた。なお，Ａ，Ｂの領域構成は新学習指導要領（平成20

年 3月告示）に示されているものに従った。

表１ 小学校学習指導要領解説理科編に示されている生活との関連

Ａ 物質・エネルギー Ｂ 生命・地球

(3) 光の性質 (3) 太陽と地面の様子

生活との関連として，日光を当てると物が暖 方位については，生活との関連を図り，日常

かくなることが，太陽温水器などに活用されて において意識できるようにする。

３ いることを取り上げることが考えられる。

年 (4) 磁石の性質

生活との関連において，身の回りの道具など

には，磁石の性質を利用した物が多数あること

を取り上げることが考えられる。

(2) 金属，水，空気と温度 (3) 天気の様子

４ 生活との関連として，鉄道のレールの膨張な 生活との関連として，窓ガラスの内側の曇り

年 どを取り上げることが考えられる。 など，身の回りで見られる結露の現象を取り上

げることが考えられる。

(3) 電気の働き (3) 流水の働き

なお，身の回りでは，様々な電磁石が利用さ 生活との関連としては，長雨や集中豪雨がも

れていることを生活と関連させて取り上げたり, たらす川の増水による自然災害などを取り上げ

５ 科学館を利用して調べたりすることが考えられ ることが考えられる。

年 る。 (4) 天気の変化

生活との関連としては，長雨や集中豪雨，台

風などの気象情報から，自然災害を取り上げる

ことが考えられる。

(4) 電気の利用 (1) 人の体のつくりと働き

生活との関連としては，エネルギー資源の有 なお，生活との関連として，水中での酸素ボ

６ 効利用という観点から，電気の効率的な利用に ンベの使用や水槽でのエアーポンプの使用など

年 ついてとらえるようにする。このことについて, を取り上げることが考えられる。

例えば，手回し発電機や蓄電器を用いて，発光

ダイオードが豆電球より長く点灯することなど

からとらえるようにすることが考えられる。

第３学年では８内容中３項目，第４学年では７内容中２項目，第５学年では７内容中３項目，第６学年

では９内容中２項目が，学習内容と生活との関連が例示されているという結果だった。また，各学年とも

Ａ，Ｂ領域について少なくとも一つは，例示されていることが明らかになった。



(2) 各教科書会社に見られる，学習内容と実際の自然や生活との関連付けの実際

実際の指導に当たっては，教科書教材に依存するところが大きい。そこで，平成17年度版の五つの教科

書会社が，学習内容と実際の自然や生活とを関連付けている部分を一覧にして検討したい。

なお，現行学習指導要領のＡ領域（生物とその環境）については，その領域で扱う対象自体が実際の自

然であるので，後述する環境教育との関連で触れる。ここでは，Ｂ領域（物質とエネルギー）と，Ｃ領域

（地球と宇宙）について一覧にしてみた。学習内容と実際の自然や生活との関連付けが，指導計画の中で，

導入（□），展開（○），まとめ（◇），発展（△），資料的な扱い（◎）のいずれに位置付けられてい

るのかを記号で分類した。また，それぞれの具体的な内容（・）についても示した。

表２ Ｂ領域に見られる，各教科書会社の学習内容と実際の自然や生活との関連付け



Ｂ領域については，学習内容と実際の生活とを関連付けできる教材が数多く提示されている。また，指

導計画の中での位置付けられ方が，一様でないことも明らかになった。各教科書会社がそれぞれ，日常生

活との関連から「疑問をもたせ」「考えさせ」「まとめさせ」「発展させる」工夫をしていることが分か

った。さらに，科学への興味を抱かせようとして，先人の科学者の業績を資料として提示している教科書

会社も見られる。また，学習内容が未来の生活に役立つことをまとめや資料として扱っている教科書会社

も見られる。次にＣ領域について一覧にしたものを示す。



表３ Ｃ領域に見られる，各教科書会社の学習内容と実際の自然や生活との関連付け

Ｃ領域は，天体以外の単元について一覧にした。このＣ領域は，青森県学習状況調査において，毎年課

題に挙げられる領域である。それは，実感を伴った理解がされにくいということが一つの理由として挙げ

られている。ここに挙げられている内容を計画的に指導すれば，改善につながるのではないかと考える。

(3) 環境教育指導資料に見られる，理科の学習内容との関連付けの実際

平成20年１月の中央教育審議会答申において，理科の改善の具体的事項に，次のように環境教育につい

て示している。

(ｶ) 環境教育の一層の推進の観点から，地域の特性を生かし，その保全を考えた学習や，環境への負荷

に留意した学習の充実を図る。

児童が身近な環境に直接触れ合うことは，学習を児童の生活環境に結び付けることであり，科学的な見

方や考え方を育成し，実感を伴った理解を図ることを可能にするものである。また，理科において，様々

な器具や機器，薬品等を適切に使用し，処理することは環境との関係で極めて重要なことである。そこで

平成19年国立教育政策研究所より発行された環境教育指導資料を参考に，小学校理科の学習内容と環境を

とらえる視点（後述で説明）との関連を一覧にしたものを表４に示す。



表４ 理科の学習内容と環境をとらえる視点との関連

理科の学習内容の例（数字は学年，ABCは領域）
環境をとらえる

視点

季節と生き物(4A) 人の体のつくり(6A) ものの温まり方(4B) 燃焼と空気(6B) 循 環

自然界の水の行方(6A) 流れる水の働き(5C)

植物や昆虫の育ち方(3A) 季節と生き物(4A) 生き物のくらしと環境(6A) 共 生

季節と生き物(4A) 生き物のくらしと環境(6A) 流れる水の働き(5C) 多様性

生き物と環境(6A) 電気や光の働き(3B) 燃焼と空気(6B) 電流の働き(4B) 有限性

生き物と環境(6A) 流れる水の働き(5C) 保 全

植物や昆虫の育ち方(3A) 季節と生き物(4A) 植物の発芽・成長・結実(5A) 生命尊重

生き物のくらしと環境(6A)

植物や昆虫の育ち方(3A) 植物の発芽・成長・結実 人や魚の誕生(5A) 生命の連続性

環境をとらえる視点（子どもが意識するように指導する視点）について

現行の学習指導要領のＡ領域の内容の多くが，環境をとらえる視点と関連付けられることが分かる。

小学校理科の学習内容と関連付けた環境教育は，その対象が地域に根ざした自然環境が多くを占めるの

で，各学校独自の工夫が求められることとなる。

(4) 学習内容と日常生活との関連性の研究 表５ 学習内容と日常生活との関連性の研究より

平成17年度に発表された学習内容と日

常生活との関連性の研究は，児童生徒の

学習意欲の向上を図ることを目的に，国

立教育政策研究所が文部科学省に委託さ

れて，小学校から高等学校の理数系の教

科を対象に実施したものである。この研

究から，小学校理科にかかわる調査事例

を現行学習指導要領と事例タイトルとの

関連性をもたせ，まとめたものが表５で

ある。

この研究は，「日常生活との関連」を

「どのような仕事のどのような場面に生

かされているか」と定義付けて進められ,

学習内容と産業を関連付けた事例を公表

していることが意義深い。小学校の児童

にとっては，間接的ではあるが，学んだ

ことを将来の職業に関連付けられる一つ

の事例といえよう。また，事例タイトル

ごとに，具体的な指導内容が図や画像と

ともに公表されているので是非活用する

ことを勧めたい。

国立教育政策研究所は，この研究の課

題として，産業との関連を強調するあま

り，示した事例数が，中学校または高等

学校に偏り，小学校で少なくなってしまったことを挙げている。

循 環：地球上では，様々な物質やエネルギーの循環がなされている。人間の活動によって循環が阻害されることがあるが，環
境負荷を減らし，循環型社会の実現を目指すことが大切である。

多様性：地球上の生物は，数十億年に及ぶ進化の過程を経て，様々な姿や生活様式を見せている。生物多様性は，生態系の多様
性，種の多様性（種間多様性），遺伝的多様性（種内多様性）という三つの階層でとらえることができる。それぞれの
階層で，保全を考えることが必要である。

生態系：生物とそれを取り巻く土壌，水，大気，太陽光などの非生物的環境との間の相互関係からなる自然のシステムのことを
「生態系」という。生態系は，微妙なバランスの上に成り立っている。

共 生：異なる種類の生物が行動や生理活動において互いに緊密な関係を保ちながら生活している現象をいう。なお，「環境基
本計画」では，人間の社会経済活動と自然環境の調和というような意味合いで定義されているように，本来の生物学的
意味合いを離れて，より広い意味で使われることも多くなっている。



このことからも，小学校段階で学習内容と，産業（職業）とを関連付けることの困難さがうかがえる。

しかし，ここに挙げられている事例を各学校の指導計画に組み入れることが，理科を学ぶことの意義と有

用性を児童に実感させることにつながると考える。

４ 学習内容に，実際の自然や生活に関連性をもたせた指導計画の一例

学習内容と実際の自然や生活と

を関連付けた内容が，小学校学習

指導要領解説理科編や，教科書に

数多く存在していても，指導計画

上に明確に位置付けておかなけれ

ば，教材研究もされないし，意識

した指導もされないと考える。そ

こで，小学校学習指導要領解説理

科編，各教科書会社，環境教育指

導資料，学習内容と日常生活との

関連性の研究の調査事例をそれぞ

れ基にして，表６に第５学年の指

導計画の一例を示すこととする。

「生活との関連」「環境との関

連」「産業との関連」という項目

を指導計画の中に位置付けること

によって，実感を伴った理解を図

るための指導改善が可能になると

考える。

さらに，環境との関連について

は地域の特性を生かした指導が可

能になると考える。例えば，流れ

る水の働きの学習において，地域

の川を取り上げ，その川が地域の

水の循環の中心的な役割を担って

いること，それゆえに，地域の川

の環境保全を心掛けていかなけれ

ばいけないことなどを学習内容と

関連付けて指導できるようになる

であろう。

また，薬品の項目を設けること

によって，実験の準備や後始末の

際の環境をとらえる視点と関連付

けた行動について，指導できるも

のと考える。

Ⅳ 研究のまとめ

小学校理科における自然の事物・現象について実感を伴った理解を図るために，学習内容と実際の自然や

生活とを関連付けた指導について課題と改善策を探ってきたが，次のようなことがいえるようだ。

・ 各調査結果から，児童に理科を学ぶことの意義や有用性を実感させる必要性が明らかになった。この

課題を解決するためには，学習した内容が実際の生活の中で役立てられていることを実感させられるよ

うな指導改善が求められ，その糸口は各教科書会社の実際の自然や生活と関連付けている教材に含まれ

るところが大きい。また，学習内容が未来の社会に役立つことを指導するためには，産業や環境保全に

関連付けた内容を指導の内容に加えることが必要であると考える。

表６ 指導計画の一例
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・ そこで指導計画に，生活との関連，環境との関連，産業との関連を明確に位置付け，教師が意識して

指導改善に臨めるように準備することが，実感を伴った理解を図るための指導の出発点と考える。

Ⅴ 本研究における課題

図９は，平成20年度に科学技術振興機構理科教育支援センタ

ーと国立教育政策研究所が実施した，教師を対象とした小学校

理科教育実態調査における，「大学での専攻分野は何でしたか」

という調査項目の集計結果である。

半数以上が理数系以外の専攻である。また，「理科の学習内

容についての知識・理解についてどう感じるか」という調査項

目でも，半数以上がやや低いまたは低いと回答した。そして，

「あなたが理科の観察や実験を行うに当たって，障害となって

いることがありますか」という調査項目では，７割以上の教師

が「準備や後片付けの時間が不足」と回答した。これらのこと

から，学習内容を指導することに日々追われ，実際の自然や生

活に関連付ける指導の余裕がないのではないかと考える。

また，教科書教材については，３年ごとに改訂があり，その

たびに，取り上げられる教材が大きく変わるという，理科の特性も見逃せない。

このように，教師の現状や教科書の改訂等を踏まえると，指導過程や指導方法の一般化が課題となる。

今回の研究を契機にさらに調査を重ね，効果的な指導の在り方についての一般化を図っていきたい。
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